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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ４月 No.266 号－ 

【活 動 報 告】 
 

＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 290回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ３月 ３日（日）快晴 報告：田中正彦 

今年のニホンアカガエルの卵塊は、２月 10 日にＹＰＰ田んぼで１個見つ

かりました（平沼）。昨年の産卵は２月 12 日の夜に始まり(田村・平沼)、

最終的には 201個の卵塊が見つかりました。今年は２月 27日現在、117個

の卵塊が見つかっています。 

産卵初日から約３週間後の今回の観察会は、新しい卵塊を見つけマッピ

ングすることをテーマに谷津田を巡りました。また、千葉大学大学院でシ

ダの研究をしている学生が参加し、シダ植物の観察をしながら森を散策し

ました。 

ニホンアカガエルの卵塊調査では新しい卵塊は 1つしか見つからず、今

年の産卵はほぼ終了したようでした。森の中では、リョウメンシダ，ベニ

シダ，イノデ、田んぼではイチョウウキゴケなどのシダ植物が観察できま

した。お楽しみとして、コナラの原木を使ったシイタケのほだ木から出て

いたたくさんのシイタケをみんなで収穫しました。 

快晴で水温も上昇し、田んぼではミナミメダカが群れを作って盛んに泳

ぎ回っていました。またウグイスがさえずったり、ヤナギの花芽がふくら

むなど、春の訪れを感じる観察会となりました。 

午後は谷津田ビジターセンターで、無農薬栽培のレモンの皮を使ってアロマウォーターの抽出を行いました。 

参加者２５名（大人１６名、大学生６名、中学生１名、小学生２名） 

     

森と水辺の手入れ「森と水路の手入れ」 2024年 ３月１７日 晴れ  報告：平沼勝男 

晴れて気温も上がりました。しかし風が強く、花粉症の身にはつらい日でした。この日集まったのは大人５

名と小学生２名。二手に分かれて森の手入れと水路の手入れをしました。森の手入れは台地の上で不要なササ

などを除去しました。水路では、川中で鎌とスコップで不要なアシの除去。川横のアシを刈払機で除去。いい

状態になりました。                   参加者７名（大人５名、小学生２名） 
 

 
第３０１回 下大和田ＹＰＰ「野草を食べる会」 2024年３月２４日 くもり時々晴れ 

報告：平沼勝男 

雨天の為１日順延となりました。前日は朝から雨でしたがこの日は曇

り空。風もなく暖かく、野草を食べる会には適した日になりました。順

延の為か少なめの人数でしたが、気心の知れた少人数も楽しいものです。

採った野草はノビル、ヨモギ、ミツバ、カラスノエンドウ、オオバコ、

セリ、ニワトコなどです。温暖化と言われる割には例年に比べヨモギや

ミツバの葉は小さく、ツクシは１本もありませんでした。ここ２週間寒

い日が続き、桜の開花が遅れたように、野草たちも出る日を送らせてい

るようでした。その日の朝に収穫したシイタケもありました。 
調理は天ぷらです。薪ストーブで温めた油で揚げます。湯がいたノビルの酢味噌和えもありました。どれも

がおいしい春の味わいでした。 
参加者１８名（大人１３名、大学生２名、小学生２名、幼児１名）  

 
                      

＜小山町での活動＞  

☆第 224回 小山町 ＹＰＰ「苗代づくり」 2024年 ３月３１日 晴れ 報告：高山 

 ３月に入って足踏みしていた本格的な春の訪れがここに来て急加速、今日は一足飛びに夏日の気温となる中、

米づくりに向けて田んぼに苗代を作りました。工夫を重ねた苗代の泥を保持する竹枠がうまく働いてくれて効

率よく作業が進み、２つの小学校田んぼとＹＰＰ用の合計５つの苗代が出来上がりました。発芽して健やかな

苗に育つのが楽しみです。                         参加者４名（大人４名) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



【谷津田・季節のたより】 2024年 ３月 

＜下大和田町＞ 報告：網代春男、平沼勝男 

3/14 アライグマ捕獲。雄の成獣 4.8Kg。今期（2023年度）10頭目、通算 54頭目。前日の 13日にはイタ

チがかかっていたがすぐ放す。（網代） 

3/17  森と水辺の手入れの始まる前に、水の抜けやすいＹＰＰ田んぼ（道路側）の畦の穴の確認と水入れ

をして満水にした。（平沼） 

3/23  水が抜けていて全体の１割くらいしか水なかった。泥の中にオタマジャクシが隠れていてくれれ

ば良いのだが、多くが死んでしまったかも。全滅ではないがオタマジャクシの数を減らしてしまった

かも。カヤネズミ田んぼや川沿いの田んぼは無事。もともと卵塊数は少ない。畔にはどこも水が抜け

る穴はなし。冬の間の雨量が少なかったこと、特にこの一週間の好天が悪かったのかも。 

Ｕ字溝から少量の水を常に田んぼに入れる措置。かけ流し式。Ｕ字溝の土のうも最大限の大きなも

のにして大雨が降っても耐えられるようにして、数少ないオタマジャクシを守る。（平沼） 

3/30 かけ流し式にした田んぼを見に行く。田は満水で一安心。オタマジャクシも少数が泳いでいた。し

かし水の取り入れ口詰まっていてほとんど出ていない。たくさんのシュレーゲルアオガエルの鳴き声

が谷津田にこだましていた。（平沼） 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
3/ 2 アカガエルが孵化（高） 3/9 フキノトウが顔を出す（高） 

3/12 リスがすぐそばの木の低い位置に現れ、ほお袋パンパンの顔でこちらを見る(た) 

3/15 イヌシデが花を垂らす、アオジの顔が黒くなってきた（高） 

3/16  キブシが開花（高） 3/17 ケキツノボタン、ツクシなど春の草花が勢ぞろい、メジロがさえずる（高） 

3/19 何年ぶりかに林にアカゲラの姿（高）  

3/24 卵背負ったコオイムシ、ほぼ白色の二ホンアマガエル出現。２羽のガビチョウ、目の前で声真似？

の応酬。背後ではジョウビタキ淡々と鳴く(赤) 

3/27 クサシギがつがいで飛来(た)← ２月中旬からペアで行動し続けている（高） 

3/30  アカガエルが記録的に遅い産卵、ヒキガエルが田んぼに集まって“蛙合戦”、アオジが旅立ち前の

さえずり練習（高） 3/31 子どものイノシシの足跡を見る（高）。 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  

＜下大和田谷津田＞             E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
 

今年は開発計画が持ち上がったため、現状、米づくりが行えない状況です。   
実際のイベントスケジュールは、谷津田だよりとＨＰ（https://www.ceic.info/）
に掲載いたしますのでご確認ください。 

 
 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ４月２１日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：雑木林を維持するための低木処理や畑作業を行います。 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物 参加費：無料 

・第 292回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ５月 ５日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる晩春の谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 225回 小山町ＹＰＰ「苗代作り」 
今期の苗代作りを行います。 

日 時 : 2024年 ４月 ６日(土)  １０時００分～ ☆小雨決行 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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